
南陽市自分ごと化会議 

第 1回会議 議事概要 

 

日時 2023年 7月 23日（日）13時 30分～16時 30分 

場所 シェルターなんようホール 展示ギャラリー 

コーディネーター 神奈川県逗子市 福祉部長 石井 聡 

 

第一回会議の振り返り 

■南陽市の中学校（中学生）のここがいい！ 

➢ 学校施設や学校生活に関すること 

・宮内中はエアコンやヒーターが備わっていて快適。 

・合唱コンクールや運動会など中学校合同の行事がある。一方で独自の行事もある。 

・地域に根差した学習がされている。 

・応援合戦など、伝統行事が今も継承されている。 

・給食が温かくておいしい。 

・宮内中ではクラス対抗合唱コンクールが実施されている。 

➢ 地域交流に関すること 

・地域に根差した学習指導が行われている。 

・横断歩道で止まってくれたドライバーに対してお礼をしている。赤湯中では小学生

の通学の見守りも行っている。 

・お祭りなど地域行事への参加が盛ん。赤湯中では 1,3年生がお神輿を担ぐ。 

・沖郷中では米作りを行っている。 

・各校でリサイクルや地域清掃、キャップ回収などボランティア活動を行っている。 

・地域の方から寄付を集め、部活の遠征費用などに充てている。 

・各校の文化祭で、地域の方が講師となり様々な講座を開講してくれる。 

・地元産品が給食に出てくる。生産者がわかる工夫がされている。 

 

■南陽市の中学校（中学生）のここがちょっと… 

➢ 学校施設や学校生活に関すること 

・毎日部活がある。 

・部活の選択肢が少ない。 

・納得できない校則がある。 

・赤湯中が古くて壊れやすい。トイレが洋式化はされたものの臭いが気になる。 

・合同行事が中学生同士の交流の場になっていない。 

・部活の顧問が専門性に欠ける。 

・部活の時間制限を緩和してほしい。 

➢ 地域交流に関すること 

・地域の方と部活とのかかわりのために交流の場が必要。 

 


